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0 10 ㎝S=1/2

第72図 遺物実測図 金属・石製品 （S=1/2）
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0 20cmS=1/8

S3

201104-S003

第73図 遺物実測図 石製品１ （S=1/8）
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0 20cmS=1/8

S4

201104-S004

第74図 遺物実測図 石製品２ （S=1/8）
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No.

1 50 150 m 0.45mm

2 50 350 m 0.85mm

3 30 120 m 0.58mm

4 200 450 m 0.92mm

No.
Na2O MgO Al2O3 SiO2 P2O5 K2O CaO TiO2 MnO Fe2O3 Rb Sr Total

1 0.70 1.03 18.8 71.1 0.040 2.26 0.27 1.00 0.033 3.28 102 74 98.5
2 0.22 0.61 21.3 68.9 0.026 1.84 0.13 1.01 0.013 4.81 82 50 98.9
3 0.09 0.70 23.2 71.8 0.025 1.44 0.05 1.01 0.013 2.70 68 38 101.0
4 0.20 0.63 23.5 71.1 0.044 1.66 0.06 1.05 0.015 3.21 94 51 101.5

0.09 0.61 18.8 68.9 0.025 1.44 0.05 1.00 0.013 2.70 68 38
0.70 1.03 23.5 71.8 0.044 2.26 0.27 1.05 0.033 4.81 102 74
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a Ba Ca Da Ea Fa Ga

b Ab Cb Db Eb Fb Gb

c Ac Bc Dc Ec Fc Gc

d Ad Bd Cd Ed Fd Gd

e Ae Be Ce De Fe Ge

f Af Bf Cf Df Ef Gf

g Ag Bg Cg Dg Ef Fg

2

― 128 ―



― 129 ―



 

 

 

 

1

2

3
4

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

Na2O(%)

17 19 17

1

2

3
4

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

MgO(%)

17 19 17

1

2

3
4

10

15

20

25

Al2O3(%)

17 19 17

1 4

2

3

55

60

65

70

75

SiO2(%)

17 19 17

1
2
3

4

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

P2O5(%)

17 19 17

1

2

3

4

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

K2O(%)

17 19 17

1

2

3
4

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

CaO(%)

17 19 17

1
2 3
4

0.0

0.5

1.0

1.5

TiO2(%)

17 19 17

1

2 3
4

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

MnO(%)

17 19 17

1

2

3

4

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

Fe2O3(%)

17 19 17

1

2

3

4

0

20

40

60

80

100

120

Rb(ppm)

17 19 17

1

2
3

4

0

50

100

150

200

250

300

Sr(ppm)

17 19 17

― 130 ―



1

2

3
4

15.0

20.0

25.0

60.0 65.0 70.0 75.0
SiO2(%)

A
l
2
O
3
(
%
)

 

17  

19  

17  

a

b

O -SiO

― 131 ―



― 132 ―



第７章 総括
右方・左方太鼓塀の変遷については、「石川門附属太鼓塀の沿革」(第２章)に詳しく、ここでは発

掘調査成果を基に、コンクリート製に変更される以前の控柱痕跡である抜取痕を中心に、控柱の変遷

について整理し、まとめとしたい。併せて、城内における釉薬瓦の分類等の参考として、保存修理時

に葺かれていた瓦を掲載した。

１．抜取痕について

概要  

 抜取痕は、概ねコンクリート製控柱掘方の直下で検出され、平面形は方形・円形を基本とし、規模

は直径（１辺）約30～50㎝を測る。基本的には柱穴の形態をなし、右方74、左方45を数える。底部

の状況としては、右方では方形の戸室石（２区 28、６区 86）や河原石（１区 ２、４区 50、５

区 62、６区 84他）を控柱の礎盤として据え置き、面を内側に向けた河原石を方形（４辺）に配置

（２区 20）し、控柱の沈下や押えとした施工を確認するが、左方では抜取痕内部から明らかに礎盤

と考える石材の検出はない。

抜取痕の間隔は、石垣及び出しが横に位置するものは総じて距離が短いため、それを除き算出する

と、右方が１区184㎝（平均値、以下省略）、２区162㎝、３区173㎝、４区160㎝、５区181㎝、６

区177㎝を測り、調査区によって数値の変動が大きく、これは太鼓塀にコーナー部が多いことから、

控柱を近接して設置せざるを得ない箇所が生じたためと考えられ、その箇所の間隔は100～150㎝を測

り、他より６～８割程度短くなる。左方は１・２区183㎝、３区185㎝、４区174㎝を測り、近代に

新設された５区を除き、距離に大きな隔たりはみられない。

抜取痕の検出により、木製控柱の位置や下部（基礎）構造等の所見が得られ、右方と左方の比較で

は、形状・規模に大きな差異は認められないものの、基礎構造や控柱の間隔に相違点がみられた。ま

た、石川門以外の検出事例として、玉泉院丸南西石垣の調査［石川県金沢城調査研究所2010a］では、

塀の構造が異なる二重塀の控柱抜取痕（近代）が確認されており、抜取痕の間隔約 2.5～３ｍ、基礎

石からの距離約1.5ｍ前後を測る。

絵図との比較                      第27表 造作弁図解との比較

「造作弁図解」（第５図）を参考にすると、太鼓

塀本柱から控柱までの距離が、４尺５寸（約136㎝）、

深さが４尺（約121㎝）、控柱が７寸角（約21㎝）

と明記されており、調査で得た基礎石中央部からの

距離と石垣天端からの深さを比較対象とし、各調査

区で平均値を算出した（第27表）。

右方は距離122～129㎝、深さ102～120㎝、左方

は距離129～149㎝、深さ86～108㎝を測る。右方は

距離と深さが、「造作弁図解」より全体的に短く・浅

いものの、ある程度まとまりがみられ、左方は近代

に新設の５区を除いても、数値幅が大きい傾向がみ

られる。

「造作弁図解」が特定の建造物の指図等でなく、

加賀藩の建造物に特化した雛形図集であったと考え

られる［正見2008］ことから、調査成果の数値は現

調査区

距離（㎝） 深さ（㎝）

基礎石

中央部

造作弁図解

との差

石垣

天端

造作弁図解

との差

右

方

1 122 14 120 1

2 117 19 105 16

3 127 9 102 19

4 125 11 112 9

5 123 13 104 17

6 129 7 104 17

左

方

1 149 13 103 18

2 142 6 86 35

3 129 7 102 19

4 139 3 108 13

5 162 26 92 29
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地合わせによる施工の結果を反映しているものと捉えることができ、また、右方・左方の様相の違い

を、抜取痕の間隔を含め、太鼓塀の立地する石垣の形状（郭）に伴う施工方法等の制約が影響したも

のと理解したい。

次に、控柱の位置等を江戸後期の絵図「金沢御城内外御建物図」（景観年代：天保５～９年（1834

～38）（第７図 10）と調査区平面図及び昭和保存修理の記録『報告書稿本』掲載の平面図を参考に検

討する。控柱の形態を確認すると、絵図が木製で垂直、『報告書稿本』がコンクリート製で斜めのもの

を描いたものである。木製からコンクリート製に変更した時期は、旧陸軍の資料や金沢市内で最初の

コンクリート建物（旧県庁）の竣工が大正13年であること、昭和13年の古写真にコンクリート製控

柱が確認できることから、大正から昭和 13 年以前と推定する。コンクリート製控柱は、昭和 28～34

年の修理時には取り替えがなく、再利用したものとされることから、控柱の位置・数量は初めにコン

クリート製控柱に変更したとされる時期を反映していると考えられ、右方・左方共に保存修理前のコ

ンクリート製控柱が『報告書稿本』のものと同位置であり、調査区図面とも整合する。また、控柱と

太鼓塀本柱は貫で接続する関係から、本柱の貫穴の有無等も考慮に入れるべきであり、ここでは対象

となる箇所を写真等で確認し、照合を行った。

左方は木製控柱（絵図）と抜取痕（調査区平面図）の位置・数量が一致しており、抜取痕がコンク

リート製控柱の直下で検出できたことから、控柱の形態が変更されるものの、基本的には同じ箇所に

設置していたと考えられる。

右方は絵図の歪みが原因と考えられるが、全体的に整合しないため、調査区ごとに照合を行うと、

控柱の位置や数量に相違点がみられた。ただ、左方の整合具合を考え、歪みの無いことを前提とした

場合、天保以後の解体修理時に、若干位置をずらして控柱を設置したことにより生じた可能性があり、

その痕跡がコンクリート製以前と推定する控柱掘方に対応するものであろうか。照合の結果、新規に

控柱を設置した箇所が１区 １、５区 61 であり、明らかに位置の相違がみられる箇所が２区 22、

３区 39・47、４区 48、６区 90である。１区 １、５区 61については、控柱が絵図に描かれて

いないこと、対応する太鼓塀本柱にも下段の貫穴が認められないことから、本来は木製控柱が存在し

ない箇所である。しかしながら、調査において抜取痕が確認されており、太鼓塀本柱が昭和修理時に

新材に変えられた可能性が高いことから、本柱の貫との関係性を不要と考えた場合、太鼓塀の解体修

理の時期に推定される景観年代（絵図）の約10年後の弘化５年（1848）もしくは明治中期頃の再建時

に新設された控柱痕跡の可能性がある。それぞれに近接する九十間長屋や櫓台石垣と太鼓塀との取付

きが弱いことから、補強のために追加したものと考えられ、以後、その箇所を踏襲してコンクリート

製にまで至ったと想定される。

時期 

太鼓塀の解体修理は、石垣修築と連動したものと想定し、それに関連する絵図及び文献、古写真の

観察から、①宝暦大火後の再建（右方・左方）、②文化３年（1806、「石川御櫓下等石垣積直絵図」）の

石垣修築に伴う建替え（左方）、③弘化４年（1847）の石垣修築（「奥源兵衛家系」）に伴う弘化５年建

替え（棟札）（右方）、④明治中期（1880～90 年代）頃（古写真）（右方・左方）と４時期を推察でき

る。①～④の太鼓塀についての修理記録が無いため、解体範囲・方法等は不明であるが、①～③の控

柱は太鼓塀本柱の貫や抜取痕の存在から「造作弁図解」で描かれる形態のものと考えられ、④は同形

態のものが古写真により視認できる。抜取痕は概観した控柱痕跡の配置状況や近世・近代の釉薬・燻

瓦、土器・陶磁器等の出土遺物のうち、近代（明治）に属する型紙摺の碗・皿が新しい指標であり、

その当該期の一端（下限）を示すものと考えられることから、木製の最終段階と推定する明治期の控

柱痕跡（柱穴）の可能性がある。
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２．瓦について

太鼓塀の瓦（第79～83図）  
本事業の太鼓塀解体修理以前の屋根瓦は全

てが、釉薬の桟瓦葺きであった。釉薬瓦が採用

される以前は、鉛瓦葺きであったらしく、右方

太鼓塀の白鳥堀側の出し（出し３）の柄振板に、

鉛瓦の取り付いていた腐食痕と鉛板を留めてい

た釘痕が、解体調査により確認されている。釉

薬瓦に変更された時期については、附属太鼓塀

の沿革で触れたように、明治中期頃が想定され

ることから、主体は近代以降に生産された瓦と

理解される。

ここでは、その屋根瓦を瓦当文の中心飾りの

共通性がみられたまとまりごとに集成し、今後

の釉薬瓦分類の一助としたい。また、解体した

腰瓦には墨書や櫛描があり、併せて掲載した。

屋根瓦について概観すると、釉薬の色調は、

光沢のある暗褐色のものから、明らかに近年生

産されたとみられる光沢の強い黒色で、瓦当文

様も多様であることから、適時、瓦の葺き替え

が、行われてきたことが想定される。

主体を占める瓦当文は右方太鼓塀では 21・

７・８、左方太鼓塀では７・８であり、昭和の

保存修理工事前の写真で、既に葺かれていたことが確認される。他の瓦当文は右方・左方太鼓塀を合

わせた全体でも10枚にも満たないものが、ほとんどである。玉泉院丸分類との対応を試みると、８が

桜Ⅰ類である他は、21が玉Ⅳ類に近似するぐらいで、合致するものは少ない。これが玉泉院丸南西石

垣の遺物と時期的な差を示すのか、塀の構造の違いの差を示すのかは、今後の課題としたい。

柄振板の鉛の腐食痕跡と鉛板を留めていた釘痕 

昭和保存修理工事前の屋根瓦 
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写真図版㸲 ྑ方太鼓塀ゎయಟ⌮๓
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写真図版11 ྑ方太鼓塀㸴

３༊㸫3� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ༡ࡽ࠿
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３༊㸫44 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ すࡽ࠿

３༊㸫4� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ すࡽ࠿
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写真図版12 ྑ方太鼓塀㸵

㸲༊ ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣձ ໭ࡽ࠿
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写真図版13 ྑ方太鼓塀㸶

㸲༊㸫4� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿
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写真図版14 ྑ方太鼓塀㸷

㸲༊㸫�2・�4 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸲༊㸫�� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ༡ࡽ࠿
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㸲༊ ୸໭ᮾ㸦㝮ᷳྎ㸧石ᇉ 㔞ࣀ୕ ໭ࡽ࠿

㸲༊㸫�� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ༡ࡽ࠿

㸲༊㸫�� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ༡ࡽ࠿

㸲༊ 製᥍ᰕ᥀方᥀๐≧ἣࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ᮾࡽ࠿

㸳༊ ✵୰写真 㔞 ᮾࡽ࠿
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写真図版1� ྑ方太鼓塀10

㸳༊㸫�1 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿
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㸳༊㸫�� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ すࡽ࠿
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㸳༊㸫�� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ すࡽ࠿

㸳༊㸫�� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ すࡽ࠿
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写真図版1� ྑ方太鼓塀12

㸳༊㸫�� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿
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㸳༊㸫�� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸳༊㸫�� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿
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写真図版1� ྑ方太鼓塀13

㸴༊ ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ໭ࡽ࠿

㸴༊㸫�4 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ༡ࡽ࠿
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㸯༊ 製᥍ᰕ᥀方௚᳨ฟ≧ἣࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ໭ࡽ࠿
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㸯༊㸫㸰 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸯༊㸫㸲 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸯༊ ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ໭ࡽ࠿

― 1�� ―



写真図版20 左方太鼓塀㸰

㸯༊㸫㸳 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸯༊㸫㸵 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ すࡽ࠿

㸯༊㸫㸷 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ すࡽ࠿

㸯༊㸫11 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ すࡽ࠿

㸯༊㸫㸴 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸯༊㸫㸶 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ すࡽ࠿

㸯༊㸫10 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ すࡽ࠿

㸯༊ 石ᕝ㛛⥆ᷳྎ石ᇉࢳࣥࣞࢺ ᮾࡽ࠿
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写真図版21 左方太鼓塀３

㸯༊ 石ᕝ㛛⥆ᷳྎ石ᇉ ༡ࡽ࠿

㸯༊ ୸ᮾ石ᇉࣀ୕ ༡ࡽ࠿
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写真図版22 左方太鼓塀㸲

㸰༊㸫13 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸰༊㸫1� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸰༊㸫14 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸰༊㸫1� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸰༊ ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ໭ࡽ࠿
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写真図版23 左方太鼓塀㸳

㸰༊㸫1� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸰༊㸫19 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸰༊㸫21 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸰༊㸫23 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸰༊㸫1� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸰༊㸫20 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸰༊㸫22 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸰༊㸫24 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿
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写真図版24 左方太鼓塀㸴

３༊ ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ໭ࡽ࠿

㸰༊㸫2� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ すࡽ࠿

㸰༊㸫2� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸰༊㸫2� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸰༊ ᤼Ỉ⁁㸦᫛࿴ಖᏑಟ⌮㸧᳨ฟ≧ἣ ༡ࡽ࠿
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３༊ ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ༡ࡽ࠿

写真図版2� 左方太鼓塀㸵

３༊㸫30 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

３༊㸫32 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

３༊㸫31 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

３༊㸫33 製᥍ᰕ᥀方᏶᥀≧ἣࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ᮾࡽ࠿

― 1�� ―



写真図版2� 左方太鼓塀㸶

３༊㸫34 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

３༊㸫3� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

３༊㸫3� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

３༊㸫40 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

３༊㸫3� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

３༊㸫3� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

３༊㸫39 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

３༊㸫41 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

― 17� ―



写真図版2� 左方太鼓塀㸷

㸲༊ ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ すࡽ࠿

３༊㸫42 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

３・㸲༊ ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᳨ฟ≧ἣ ༡ᮾࡽ࠿

３༊㸫43 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

３༊ సᴗ㢼ᬒ ༡ࡽ࠿
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写真図版2� 左方太鼓塀10

㸲༊ ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ᮾࡽ࠿

㸲༊㸫4� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ༡ࡽ࠿

㸲༊㸫4� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ༡ࡽ࠿

㸲༊ ᡭ㛛໭石ᇉձࣀ୸ᮾỈࣀ୕ すࡽ࠿

㸲༊㸫4� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ༡ࡽ࠿

㸲༊㸫4� ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ༡ࡽ࠿

㸲༊㸫49 ᥍ᰕᢤྲྀ⑞᏶᥀≧ἣ ༡ࡽ࠿

㸲༊ ᡭ㛛໭石ᇉղࣀ୸ᮾỈࣀ୕ ༡ࡽ࠿
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㸲༊ ୸ᮾ㸦太鼓塀ୗ㸧石ᇉࣀ୕ ༡ࡽ࠿

㸳༊ ୸ᮾ㸦太鼓塀ୗ㸧石ᇉ᳨ฟ≧ἣࣀ୕ ༡ࡽ࠿

写真図版29 左方太鼓塀11
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㸳༊ ᳨ฟ≧ἣ ໭ࡽ࠿

㸳༊㸫�1 ᥍ᰕ⑞᳨ฟ≧ἣ ᮾࡽ࠿ 㸳༊㸫�2 ᥍ᰕ⑞᳨ฟ≧ἣ ᮾࡽ࠿

写真図版30 左方太鼓塀12

㸳༊㸫�� 製᥍ᰕ᥀方᏶᥀≧ἣࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ᮾࡽ࠿㸳༊㸫�� 製᥍ᰕ᥀方᏶᥀≧ἣࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ ᮾࡽ࠿

― 17� ―



写真図版31 左方太鼓塀13

㸳༊ ༡㒊㸦Ỉࣀᡭ㛛㸧᳨ฟ≧ἣ ໭ࡽ࠿

㸳༊ ᮾࣀ୸ᮾ㸦ଢ଼ᐥᷳୗ・ᮾ㸰㸧໭㠃石ᇉ ໭ࡽ࠿
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200702-D001

200802-D003

200802-D001
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写真図版33 ྑ方太鼓塀 瓦㸯
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T15

T18

T19

T16

T20

T13

T14

200802-D012

200802-D016

200802-D013

200802-D014

200802-D015

200802-D011

200802-D010

200702-D004 T17

写真図版34 ྑ方太鼓塀 瓦㸰
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200802-M001

200802-M004

200802-M003

200802-M002

200802-M005

200802-M007

200802-M006

200802-S003 200702-S001
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写真図版3� ྑ方太鼓塀 金属・石製品
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P19
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T1 T2

T3
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201104-D001 201104-D002

201104-D006
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201104-D008

201104-D009

201104-D011
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写真図版3� 左方太鼓塀 瓦㸯
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201104-D021

201104-D017

201104-D018

201104-D026

201104-D022
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写真図版3� 左方太鼓塀 瓦㸰
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写真図版39 左方太鼓塀 瓦３
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写真図版40 左方太鼓塀 瓦当・刻印
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写真図版41 左方太鼓塀 金属・石製品
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写真図版42 左方太鼓塀 石製品

― 18� ―



ふ り が な

書 名

副 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名

シリーズ番号

編 著 者 名

編 集 機 関

所 在 地

発 行 年 月 日

ふりがな ふりがな 北緯 東経 発掘期間 調査面積 発掘原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 °′″ °′″ （㎡）

20070517
～

20071220
200

20080424
～

20080905
200

20100902
～

20110127
20

20110512
～

20110926
250

所収遺跡名 種別 主な時代

金沢城跡 城館 近世

要約

主な遺構 主な遺物 特記事項

コード

36°
33′
58″

136°
39′
35″

報告書抄録

平成26年３月28日

かなざわじょうあと いしかわもんふぞくたいこべい

金沢城跡 －石川門附属太鼓塀－

金沢城史料叢書20

金 沢 城 跡
かなざわじょうあと

石川県
いしかわけん

金沢市丸の内
かなざわしまるのうち

01 01215

金沢城跡石川門保存修理事業に伴い、附属右方・左方太鼓塀の埋蔵文化財調査を
実施した。調査ではコンクリート製控柱掘方の直下で柱穴を呈す抜取痕を検出し、
太鼓塀本柱に上・下段の貫穴が確認できたこと等から、コンクリート製に変更する
以前は、絵図にみられる垂直の木製控柱を２段の貫で繋いでいたものと判明した。
また、抜取痕の検出により、木製控柱の位置や下部構造等が確認でき、絵図・文献
史料や古写真から、太鼓塀と控柱の変遷が明らかになった。

近世前半期の遺構については、右方では太鼓塀創建前の九十間長屋台石垣が、現
況で一部確認され、左方では水ノ手門周辺で、北面する門の柱痕及び礎石痕、枡形
の北辺を画す三ノ丸東（太鼓塀下）石垣の延長部を確認した。

宮川勝次、坂下博晃、松井広信、藤根久、米田恭子、竹原弘展

石川県金沢城調査研究所

保存
目的
調査

〒920 0918 石川県金沢市尾山町10 ５

太鼓塀の控柱抜取
痕及び掘方

陶磁器、土器、
瓦、金属製品、
石製品

― 187 ―



  



金沢城史料叢書 20

金 沢 城 跡

平成 26 （2014） 年 3 月 28 日 発行

編集･発行 石川県金沢城調査研究所

〒920-0918 石川県金沢市尾山町１０－５

電話 ０７６ （２２３） ９６９６   ＦＡＸ ０７６ （２２３） ９６９７

http://www.pref.ishikawa.lg.jp/kyoiku/bunkazai/kanazawazyo/index.html

メールアドレス kncastle@pref.ishikawa.lg.jp

印 刷 能登印刷株式会社

－石川門附属太鼓塀－
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